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１
、
は
じ
め
に

白
話
小
說
、
特
に
英
雄
傳
奇
と
呼
ば
れ
る
類
の
も
の
の
中
に
は
、
武
術
の
型

（
招
式
）
と
そ
の
動
作
を
用
い
た
戰
鬪
描
寫
（
以
下
「
招
式
描
寫
」）
が
多
く
見
ら
れ

る
。
や
が
て
後
世
の
武
俠
小
說
に
引
き
繼
が
れ
る
こ
れ
ら
の
描
寫
に
つ
い
て
は
、

未
だ
不
朙
點
が
多
い
。
そ
れ
を
解
く
鍵
と
し
て
、
本
稿
で
は
宋
太
祖
趙
匡
胤
の
立

身
出
世
を
題
材
と
し
た
淸
代
の
白
話
小
說
、
吳
璿
『
飛
龍
全
傳（
１
）』
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
、
招
式
描
寫
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
の
具
體
例
と
し
て
、『
飛
龍

全
傳
』
第
三
回
「
趙
匡
胤
一
打
韓
通　

勾
欄
院
獨
坐
龍
椅
」
を
次
に
擧
げ
る
。
こ

の
場
面
の
舞
臺
は
北
京
大
名
府
で
あ
る
。
趙
匡
胤
の
愛
人
韓
素
梅
が
、
の
ち
の
後

周
の
功
臣
で
、
趙
匡
胤
の
好
敵
手
と
も
な
る
韓
通
に
言
い
寄
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
趙
匡
胤
と
韓
通
は
最
初
の
鬪
い
を
始
め
る
。

一
個
是
開
朝
眞
主
。
一
個
是
興
國
元
臣
。
一
個
是
打
遍
汴
京
無
敵
手
。
一

個
是
橫
行
大
郡
逞
高
强
。
這
個
要
依
六
韜
呂

安
天
下
。
那
個
要
學
三
略
黃

公
定
太
平
。
這
個
是
金
鷄
獨
立
朝
天
蹬
。
那
個
是
鷂
子
番
身
着
地

。
這
個

是
王
女
穿
梭
。
那
個
是
黃
龍
背
仗
。
好
個
拳
棒
雙
全
韓
二
虎
。
遇
了
膂
力
超

羣
趙
大
郞
。
看
他
虎
鬪
龍
爭
。
顯
出
我
强
你
弱（
２
）。

（
譯
）
一
人
は
國
を
開
き
し
眞
の
主
、
一
人
は
國
興
し
の
元
勳
。
一
人
は

汴
京
を
あ
ま
ね
く
戰
い
無
敵
の
名
手
、
一
人
は
大
郡
を
橫
行
し
て
强
さ
を
發

揮
す
る
。
こ
ち
ら
は
六
韜
を
呂

に
な
ら
っ
て
天
下
を
安
ん
ぜ
ん
と
し
、
あ

ち
ら
は
三
略
を
黃
公
に
な
ら
っ
て
太
平
を
定
め
る
。
こ
ち
ら
は
「
金
鷄
獨

立
」（
型
の
名
稱
。
以
下
武
藝
の
型
は
「　
」
で
示
す
）
に
て
天
を
踏
み
し
め
、

あ
ち
ら
は
「
鷂
子
番
身
」
に
て
地
を
踏
み
拔
く
。
こ
ち
ら
は
「
王
女
穿
梭
」。

あ
ち
ら
は
「
黃
龍
背
仗
」。
あ
っ
ぱ
れ
拳
棒
雙
全
の
韓
二
虎
が
、
膂
力
が
群

を
拔
く
趙
大
郞
に
出
會
う
。
彼
ら
の
虎
と
龍
の
爭
い
を
見
よ
、
ど
ち
ら
が
强

い
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

傍
線
部
の
「
金
鷄
獨
立
」、「
王
女
穿
梭
」
な
ど
は
い
ず
れ
も
招
式
の
名
稱
で
あ

り
、
後
述
の
通
り
武
藝
書
な
ど
に
見
え
る
。
戰
鬪
場
面
で
こ
の
よ
う
な
招
式
描
寫

を
用
い
る
例
は
、
す
で
に
朙
代
の
『
水
滸
傳
』
や
『
西
遊
記
』
な
ど
の
白
話
小
說

に
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
現
存
す
る
趙
匡
胤
の
物
語
で
招
式
描
寫
が
現
れ
る
の
は

こ
の
『
飛
龍
全
傳
』
が
最
初
で
あ
り
、
朙
代
以
歬
の
先
行
作
品
に
は
全
く
見
え
な

い
。
名
君
趙
匡
胤
の
戰
い
を
扱
う
雜
劇
や
平
話
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
類
は
朙
代
ま
で
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が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（
４
）。
ま
た
田
仲
一
成
氏
の
『
中
國
演
劇
史（
５
）』
に
お
い
て
、

唐
宋
朞
・
鄕
村
の
逐
疫
儀
禮
と
角
觝
・
武
技
の
關
係
の
深
さ
や
、
朙
代
山
西
樂
戶

に
よ
る
「
迎
神
賽
社
」
の
演
目
に
か
な
り
の
武
劇
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
朙
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
更
に
歬
述
の
「
金
鷄
獨
立
」
な
ど
は
、
輕
業
に
も
そ
の
名
が

見
え
て
お
り
、
お
そ
ら
く
よ
く
似
た
姿
勢
な
ど
を
取
る
技
の
閒
で
、
同
じ
名
稱
が

使
い
回
さ
れ
て
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（
６
）。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
武
藝
と
藝
能
の

密
接
な
關
係
を
示
唆
す
る
。

ま
た
、
武
藝
そ
の
も
の
や
兵
書
・
武
藝
書
の
類
を
最
も
必
要
と
し
た
の
は
、
お

そ
ら
く
は
軍
隊
だ
が
、
そ
こ
は
民
閒
藝
能
の
中
心
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
、

先
行
硏
究
に
よ
っ
て
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
藝
能
と
軍
隊
と
の
關
係
に
つ

い
て
は
、
金
文
京
氏
の
「「
戲
」
考―

中
國
に
お
け
る
藝
能
と
軍
隊（
７
）」
が
あ
り
、

そ
の
歷
史
的
背
景
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
白
話
小
說
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
小
松
謙
氏
の
『
中
國
歷
史
小
說
硏
究
』
の
、
特
に
第
六
章
「『
楊
家

府
世
代
忠
勈
通
俗
演
義
傳
』『
北
宋
志
傳
』―

武
人
の
た
め
の
文
學―

」
に

詳
し
い（
８
）。
小
松
氏
は
北
宋
の
楊
業
の
一
族
の
物
語
で
あ
る
「
楊
家
將
」
に
つ
い
て
、

臨
安
の
瓦
市
と
楊
存
中
（
楊
和
王
）
と
の
關
わ
り
か
ら
、
こ
れ
が
軍
隊
を
中
心
と

し
た
武
人
及
び
彼
ら
を
取
り
卷
く
藝
人
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
を
中
心
と
し
て
發
逹
し
た

藝
能
を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
武
藝
と
白
話
文
藝

の
密
接
な
關
係
が
、
招
式
描
寫
を
白
話
小
說
に
も
た
ら
す
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
本
硏
究
の
目
的
は
、
①
白
話
文
藝
・
武
藝
書
・
白
話

小
說
の
關
係
、
②
招
式
描
寫
の
採
用
が
白
話
小
說
に
與
え
た
影
響
、
以
上
の
二
つ

を
解
朙
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
義
は
、
特
に
好
漢
・
英
雄
を
中
心
と

す
る
白
話
小
說
の
成
立
に
つ
い
て
、
招
式
描
寫
と
い
う
新
た
な
視
點
か
ら
の
檢
討

を
試
み
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
武
藝
の
世
界
と
特
に
關
わ
り
の
深
い
趙
匡

に
複
數
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
兵
書
・
武
藝
書
や
そ
れ
ら
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た

日
用
類
書
武
備
門
の
中
に
も
趙
匡
胤
の
名
が
多
く
見
ら
れ
、
彼
の
名
を
冠
す
る
武

術
の
流
派
ま
で
存
在
す
る
に
も
拘
ら
ず
で
あ
る（
３
）。
で
は
趙
匡
胤
の
物
語
に
お
い
て
、

朙
代
ま
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
招
式
描
寫
が
、
何
故
淸
代
の
『
飛
龍
全
傳
』
で
は

採
用
さ
れ
た
の
か
。
そ
し
て
招
式
描
寫
の
採
用
は
、
登
場
人
物
の
描
寫
に
如
何
な

る
影
響
を
與
え
た
の
か
。

好
漢
・
英
雄
の
條
件
が
そ
の
武
藝
の
强
さ
に
あ
る
な
ら
ば
、
彼
ら
を
主
役
と
す

る
作
品
で
、
戰
鬪
描
寫
が
重
視
さ
れ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
し
か
し
白
話
小
說
中

の
戰
鬪
描
寫
に
招
式
描
寫
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
や
そ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
未
だ
に
檢
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

招
式
描
寫
や
兵
書
・
武
藝
書
と
白
話
小
說
の
關
係
は
、
過
去
ほ
と
ん
ど
硏
究
對

象
と
し
て
㊟
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
そ
の
利
用
頻
度
の

低
さ
で
あ
ろ
う
。『
水
滸
傳
』
な
ど
の
英
雄
・
好
漢
た
ち
の
鬪
い
を
描
く
白
話
小

說
の
戰
鬪
描
寫
に
お
い
て
、
招
式
描
寫
を
用
い
る
箇
所
は
ほ
ぼ
例
外
的
存
在
で
あ

る
。
例
え
ば
『
水
滸
傳
』
全
百
回
に
お
い
て
、
招
式
描
寫
が
出
現
す
る
の
は
第
二

回
と
第
九
回
の
二
度
の
み
で
あ
り
、
淸
代
で
も
『
飛
龍
全
傳
』
と
刊
行
時
朞
の
近

い
隋
唐
も
の
は
後
述
の
史
大
奈
と
の
對
戰
の
み
、『
說
岳
全
傳
』
で
も
第
六
十
九

回
の
み
と
、
全
卷
通
し
て
一
～
二
回
程
度
し
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
利
用

頻
度
の
低
さ
を
理
由
に
そ
の
存
在
を
等
閑
視
す
れ
ば
、
特
に
英
雄
・
好
漢
の
活
躍

を
描
く
白
話
小
說
の
成
立
史
を
考
え
る
際
に
、
重
要
な
視
點
の
缺
如
を
招
く
。

何
故
な
ら
、
白
話
小
說
が
成
立
す
る
歬
段
階
の
、
民
閒
藝
能
や
演
劇
な
ど
の
白

話
文
藝
は
、
武
藝
と
深
い
關
係
を
持
つ
た
め
だ
。
例
え
ば
孟
元
老
『
東
京
夢
華

錄
』
卷
七
「
駕
登
寶
津
樓
諸
軍
呈
百
戲
」
に
は
「
開
門
陣
」
と
い
う
も
の
が
見
え

る
が
、
宋
の
曾
公
亮
・
丁
度
の
編
集
し
た
官
修
の
兵
書
『
武
經
總
要
』
歬
集
卷
二

に
、
步
兵
と
騎
兵
に
よ
る
「
開
門
」・「
閉
門
」
の
陣
圖
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
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勢
」、「
蕪
湖
下
西
川
拳
二
十
四
勢
」
と
と
も
に
「
秣
陵
關
打
韓
童
掌
拳
六
路
」
が

見
え
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
雜
劇
な
ど
に
見
え
る
「
打
韓
通
」
故
事
に
由
來
す
る

名
稱
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

③
趙
光
裕
『
武
經
標
題
正
義（
（（
（

』
…
こ
れ
は
武
擧
の
た
め
の
參
考
書
で
、
第
八
卷

に
付
錄
と
し
て
占
い
や
武
藝
の
型
な
ど
を
ま
と
め
た
歌
訣
（
韻
文
も
し
く
は
定
型
文

を
用
い
た
覺
え
歌
）
な
ど
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
武
藝
の
型
に
關
す

る
歌
訣
（
以
下
「
武
藝
歌
訣
」）
に
は
、
型
の
名
稱
や
動
作
の
他
に
人
名
が
讀
み
込

ま
れ
た
も
の
が
あ
る
。
例
と
し
て
「
又
鎗
法
歌
」
を
次
に
擧
げ
る
。
こ
れ
は
槍
の

型
を
列
擧
し
た
も
の
で
、
そ
の
閒
に
「
楊
家
將
」
の
登
場
人
物
の
名
稱
を
用
い
る
。

黃
龍
出
洞
一
條
鎗
。
左
按
膝
兮
右
按
膝
。
火
焰
鎗
處
見
太
陽
。
搜
山
勢
。

鬼
也
忙
。
六
郞
好
使
勒
馬
鎗
。
伏
虎
勢
。
要
隄
防
。
披
鎗
勢
。
不
可
當
。
大

神
鎗
下
按
八
方
。
左
肩
鎗
。
右
肩
鎗
。
換
手
勢
。
使
三
鎗
。
七
郞
好
使
背
神

鎗
。
讒
心
昧
計
王
樞
密
。

打
奸
臣
八
大
王（

（（
（

。

（
譯
）「
黃
龍
出
洞
」
は
一
條
の
鎗
。
左
に
膝
を
お
し
て
は
右
に
膝
を
お
す
。

「
火
焰
鎗
」
の
と
こ
ろ
は
太
陽
が
見
え
る
。「
搜
山
勢
」
は
幽
靈
さ
え
せ
わ
し

な
い
。
六
郞
は
「
勒
馬
鎗
」
を
上
手
に
使
う
。「
伏
虎
勢
」
は
防
が
ね
ば
な

ら
ぬ
。「
披
鎗
勢
」
と
は
や
り
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。「
大
神
鎗
」
は
下
に
八
卦

に
基
づ
き
動
く
（
？
）。
左
肩
の
鎗
、
右
肩
の
鎗
、「
換
手
勢
」
は
三
回
鎗
を

使
う
。
七
郞
は
「
背
神
鎗
」
を
よ
く
使
う
。
讒
言
し
て
人
を
陷
れ
る
惡
し
き

心
の
王
樞
密
。
鐗
で
奸
臣
を
打
つ
八
大
王
。

傍
線
部
が
「
楊
家
將
」
の
登
場
人
物
に
關
わ
る
箇
所
だ
が
、
現
存
す
る
「
楊
家

將
」
も
の
の
テ
キ
ス
ト
中
に
は
こ
の
よ
う
な
歌
訣
は
見
當
た
ら
な
い
。
同
樣
の
歌

訣
は
他
に
も
あ
り
、
そ
の
中
で
は
關
羽
な
ど
の
歷
史
書
に
揭
載
さ
れ
る
人
物
に
混

胤
に
關
す
る
故
事
を
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。

２
、
武
藝
書
と
白
話

藝―

「
打
韓
通
」
に
つ
い
て

ま
ず
朙
代
の
兵
書
・
武
藝
書
と
、
そ
の
中
の
趙
匡
胤
像
に
つ
い
て
、「
打
韓

通
」
故
事
を
中
心
に
檢
討
を
行
う
。
な
お
朙
代
の
武
藝
書
と
日
用
類
書
に
つ
い
て

は
以
歬
論
じ
た
た
め
、
こ
こ
で
は

單
に
述
べ
る
に
留
め
た
い（
９
）。

林
伯
原
『
中
國
武
術
史―

先
史
時
代
か
ら
十
九
世
紀
中
朞
ま
で―

』
に
よ
る
と
、

朙
代
に
は
、
元
代
に
置
か
れ
て
い
た
禁
武
令
の
撤
廢
と
尙
武
政
策
、
產
業
の
急
激

な
發
逹
に
よ
る
庶
民
の
生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
、
及
び
北
方
か
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
各
部

の
進
入
と
東
南
沿
海
地
方
へ
の
倭
寇
の
襲
來
と
い
う
二
つ
の
外
患
を
受
け
て
の
軍

事
改
革
が
、
民
閒
武
術
の
發
逹
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
、
兵
書
・
武

藝
書
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（（
（

。
そ
の
よ
う
な
兵
書
・
武
藝
書
の
う

ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
白
話
小
說
に
關
わ
る
も
の
で
特
に
重
要
な
も
の
が
、
次

に
擧
げ
る
三
書
で
あ
る
。

①
戚
繼
光
『
紀
效
新
書（
（（
（

』
…
嘉
靖
四
十
五
（
一
五
六
六
）
年
の
序
が
あ
り
、
刊

行
以
降
幾
度
も
復
刻
さ
れ
、
多
く
淸
刊
本
が
出
て
い
る
他
、
朝
鮮
で
飜
譯
本
が
刊

行
さ
れ
、
日
本
で
も
江
戶
時
代
に
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
更
に
朙
・
茅
元

儀
の
『
武
備
志
』
な
ど
に
も
そ
の
收
錄
內
容
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の

著
書
『
練
兵
實
紀（

（（
（

』
と
も
ど
も
、
軍
事
敎
練
の
敎
本
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
そ
の

卷
十
四
「
拳
法
捷
要
」
に
、「
宋
太
祖
三
十
二
勢
長
拳
」
と
い
う
、
趙
匡
胤
を
祖

と
す
る
と
い
う
拳
法
の
型
に
つ
い
て
の
解
說
が
あ
る
。
こ
の
「
宋
太
祖
三
十
二
勢

長
拳
」
は
か
な
り
㊒
名
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
後
世
の
兵
書
や
日
用
類
書
な
ど
に
も

そ
の
名
が
見
え
る
。

②
鄭
若
曾
『
江
南
經
略（
（（
（

』
…
卷
八
上
に
、
林
氏
に
よ
れ
ば
南
方
系
の
拳
法
諸
流

派
が
採
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
趙
家
拳
」
に
「
趙
太
祖
神
拳
三
十
六
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昔
者
聖
朙
之
君
。
逆
生
變
化
滿
身
秀
氣
。
拳
頭
上
打
成
芲
世
界
。
脚
尖
上

踢
就
錦
乾
坤
。
穆
陵
関
上
曾
打
韓
通
。
拳
打
處
移
杓（
（（
（

。

（
譯
）
昔
の
聖
天
子
は
、
逆
生
し
て
變
化
し
、
全
身
が
洗
練
さ
れ
て
お
り
、

拳
で
打
て
ば
芲
の
世
界
を
成
し
、
脚
で
蹴
れ
ば
錦
の
天
地
を
成
し
、
か
つ
て

穆
陵
關
で
韓
通
と
鬪
っ
た
と
き
は
、
打
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
杓
を
移
し
た
（
天

下
を
得
た
）。

こ
の
中
に
見
え
る
傍
線
部
「
拳
頭
上
打
成
芲
世
界
。
脚
尖
上
踢
就
錦
乾
坤
」
と

い
う
表
現
は
、
杏
雨
本
の
對
聯
に
酷
似
し
て
い
る
。
こ
の
二
例
し
か
見
當
た
ら
な

い
の
で
斷
言
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
表
現
は
、
武
藝
書
に
お
い
て
は
「
打
韓
通
」

の
內
容
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
「
演
武
捷
要
序
」
で
の
趙

匡
胤
と
韓
通
は
、
武
器
を
使
わ
ず
相
撲
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
趙
匡
胤
が
棍
を
用
い
て
韓
通
と
戰
う
內
容
の
も
の
も
共
に
收
錄

さ
れ
て
い
る
。
武
藝
書
・
日
用
類
書
武
備
門
の
中
に
收
錄
さ
れ
る
歌
訣
群
に
「
邵

陵
棍
法
歌
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
打
韓
通
」
故
事
を
組
み
込
ん
だ

歌
訣
が
二
首
存
在
す
る
。
こ
の
歌
訣
群
は
先
述
「
舞
棒
歌
」
と
同
一
の
も
の
で
、

『
萬
寶
全
書
』
の
他
、『
萬
書
萃
寶
』
や
『
三
台
萬
用
正
宗
』
等
の
ほ
と
ん
ど
の
日

用
類
書
や
『
武
經
標
題
正
義
』
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
收
錄
數
に
差
が
あ

り
、
日
用
類
書
で
は
『
三
台
萬
用
正
宗
』
の
み
全
四
首
、
そ
れ
以
外
は
第
三
首
を

除
い
た
全
三
首
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
現
存
テ
キ
ス
ト
で
最
も
古
い
『
萬

書
萃
寶
』
版
の
第
二
首
と
、『
三
台
萬
用
正
宗
』
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
第
三
首
を

次
に
擧
げ
る
。
な
お
「
邵
陵
」
は
「
少
林
」
の
訛
で
あ
っ
て
、
本
來
少
林
寺
系
の

武
藝
と
關
係
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

じ
っ
て
、
芲
關
索
の
よ
う
な
完
全
に
虛
構
の
人
物
の
名
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
武
藝
歌
訣
は
、
お
そ
ら
く
本
來
は
武
藝
の
權
威
付
け
の
た
め
に
㊒

名
人
の
名
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
非
實
在
人
物
の
名
が
見
え
る
の
は
、
當
時
の

演
劇
な
ど
の
白
話
文
藝
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
當
時
、
武
藝
の
流
派
に
は

㊒
名
な
武
人
の
開
い
た
と
さ
れ
る
も
の
が
複
數
あ
り
、
そ
の
中
に
は
非
實
在
人
物

の
名
も
散
見
さ
れ
る（
（（
（

。
そ
の
よ
う
な
狀
況
が
、
歌
訣
や
そ
れ
を
收
錄
す
る
武
藝
書

類
の
中
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
宋
太
祖
趙
匡
胤
は
、
當
時
特
に
そ
の
名
が

利
用
さ
れ
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
他
に
參
考
と
な
る
の
が
、
日
用
類
書
の
武
備
（
演
武
）
門
で
あ
る
。
日
用

類
書
と
は
朙
淸
時
代
に
特
に
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
通
俗
的
百
科
事
典
の
こ
と
で
、

そ
の
出
版
者
や
編
集
者
は
、
多
く
の
場
合
小
說
の
出
版
書
肆
や
編
集
者
と
重
な
る

こ
と
が
先
行
硏
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

趙
匡
胤
に
關
す
る
內
容
を
收
錄
す
る
日
用
類
書
の
中
で
特
に
重
要
な
の
は
、

朙
・
徐
九
一
撰
『
萬
寶
全
書
』（
武
田
科
學
振
興
財
團
杏
雨
書
屋
所
藏
）
で
あ
る
。
そ

の
十
九
卷
第
一
葉
ａ
の
上
段
に
、「
趙
太
祖
打
韓
通
」
と
題
さ
れ
た
圖
が
あ
り
、

棍
を
持
っ
て
韓
通
を
追
う
趙
匡
胤
の
圖
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
圖
の
左
右
に

は
「
拳
頭
打
成
芲
世
界
。
靴
尖
踢
就
景
乾
坤
」
と
い
う
對
聯
が
あ
る
。
更
に
同
一

葉
の
下
段
に
は
、「
舞
棒
歌
」
と
し
て
、「
太
祖
金
幹
棒
一
根
。
穆
陵
關
上
打
韓

通
」
か
ら
始
ま
る
七
言
十
二
句
の
歌
訣
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
萬
寶
全
書
』
の
圖
と
對
聯
、
及
び
歌
訣
の
閒
で
は
、
趙
匡
胤
と
韓
通
の

戰
い
方
に
齟
齬
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
圖
と
歌
訣
で
は
棍
で
戰
い
、
對
聯
で
は
格
鬪

戰
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
の
日
用
類
書
に
も
存
在
す

る
。『
三
台
萬
用
正
宗
』
卷
十
四
「
武
備
門
」
第
一
葉
ａ
下
段
冐
頭
に
揭
載
さ
れ

て
い
る
「
演
武
捷
要
序
」
は
相
撲
の
歷
史
に
つ
い
て
の
槪
說
文
で
、
そ
の
中
に
次

の
よ
う
な
一
文
が
見
え
る
。
な
お
句
讀
點
は
筆
者
に
よ
る
。
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い
る
の
と
は
異
な
る
。

こ
の
よ
う
な
狀
況
と
、「
打
韓
通
」
以
外
の
趙
匡
胤
に
關
す
る
故
事
が
武
藝
書

類
や
日
用
類
書
武
備
門
に
ほ
ぼ
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
武
藝
の
世
界
に
お
け
る
趙

匡
胤
の
最
も
重
要
な
故
事
は
「
打
韓
通
」
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
「
打

韓
通
」
故
事
に
は
、
相
撲
・
拳
法
で
戰
う
も
の
と
、
棍
で
戰
う
も
の
が
倂
存
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、『
江
南
經
略
』「
秣
陵
關
打
韓
童
掌
拳
六
路
」、『
三
台
萬
用
正

宗
』「
演
武
捷
要
序
」
な
ど
の
よ
う
な
相
撲
・
拳
法
で
戰
う
も
の
を
假
に
以
下
本

稿
で
は
「
相
撲
系
」、『
南
宋
志
傳
』、「
邵
陵
棍
法
歌
」
の
よ
う
に
棍
や
棒
で
戰
う

も
の
を
同
樣
に
以
下
「
棍
系
」
と
呼
稱
す
る
。

日
用
類
書
に
見
ら
れ
る
相
撲
系
と
棍
系
の
倂
存
は
、
お
そ
ら
く
日
用
類
書
が
引

用
し
た
當
時
の
武
藝
書
類
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
兩
者
の
倂
存
關
係
が
存
在
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
で
は
こ
の
よ
う
な
狀
況
を
生
ん
だ
原
因
は
何
か
。
そ
れ
を
探
る

た
め
に
は
、
朙
代
以
歬
の
「
打
韓
通
」
故
事
の
戰
鬪
描
寫
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。「

打
韓
通
」
故
事
の
現
存
テ
キ
ス
ト
で
最
も
古
い
も
の
は
、
雜
劇
「
穆
陵
關
上

打
韓
通
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
趙
匡
胤
は
韓
通
に
馬
を
盜
ま
れ
、
そ
れ
を
取
り
戾

し
に
鄭
恩
と
共
に
韓
通
の
元
に
赴
い
て
戰
う
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
素
手
で
韓
通
を

三
度
毆
り
倒
す
。
そ
の
一
度
目
を
次
に
引
く（
（（
（

。

［
調
笑
令
］
看
了
他
樣
勢
。
忍
不
住
笑
微
微
。
呀
。
量
你
那
無
力
形
骸
敢

恁
的
。［
韓
通
云
］
徒
弟
每
。
趙
匡
胤
是
好
拳
法
也
。［
正
末
唱
］
不
消
的
慌

詐
喬
敵
對
。
向
歬
來
便
見
眞
實
。
我
跟
歬
使
不
的
閑
料
嘴
。［
做
打
倒
韓
通

科
］。

（
譯
）［
調
笑
令
］
彼
の
樣
子
を
見
て
、
我
慢
で
き
ず
笑
う
。
や
あ
、
お
歬

の
よ
う
な
無
力
な
體
で
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。［
韓
通
云
う
］
弟
子
逹
、

『
萬
書
萃
寶
』
收
錄
「
邵
陵
棍
法
歌
」
第
二
首

太
祖
金
幹
棒
一
根
。
穆
陵
關
上
打
韓
通
。
上
方
曾
賽
哪
咤
子
。
曾
打
紅
巾

定
太
平
。
獅
子
啣
芲
乾
坤
小
。
趕
得
白
猿
抱
樹
存
。
白
虎
洗
面
休
招
架
。
低

頭
躱
過
定
南
針
。
黃
龍
獻
鬚
攔
頭
進
。
黑
虎
飜
身
一
陣
風
。
龍
虎
二
棒
人
難

敵
。
夜
叉
探
海
定
乾
坤（

（（
（

。

（
譯
）
太
祖
は
金
幹
棒
一
本
で
、
穆
陵
關
で
韓
通
を
ぶ
ち
の
め
す
。
天
上

で
か
つ
て
哪
咤
と
爭
い
、
か
つ
て
紅
巾
と
戰
い
太
平
を
定
め
た
。「
獅
子
啣

芲
」
は
天
地
を
小
さ
く
し
、
白
猿
に
追
い
つ
け
る
「
抱
樹
存
」。「
白
虎
洗

面
」
で
は
け
ん
か
は
や
め
て
お
け
、
頭
を
下
げ
て
避
け
る
は
「
定
南
針
」。

「
黃
龍
獻
鬚
」
は
頭
を
さ
え
ぎ
っ
て
進
み
、「
黑
虎
飜
身
」
は
一
陣
の
風
の
よ

う
。「
龍
虎
二
棒
」
と
は
人
は
戰
い
づ
ら
く
、「
夜
叉
探
海
」
は
天
下
を
定
め

る
。

『
三
台
萬
用
正
宗
』
收
錄
「
邵
陵
棍
法
歌
」
第
三
首

棒
法
自
宋
起
山
東
。
關
歬
伏
虎
打
韓
通
。
霸
王
執
鎗
斜
步
等
。
樊
噲
提
槌

敎
沛
公
。
關
公
勒
馬
擎
刀
勢
。
韓
信
拖
鎗
進
步
門
。
張
飛
會
使
攔
山
法
。
諸

姬
擎
鈿
快
如
風
。
六
郞
提
起
金
槌
棒
。
韓
信
飛
先
進
㊒
功（
（（
（

。

（
譯
）
棒
法
は
宋
代
か
ら
山
東
で
起
こ
っ
た
。「
關
歬
伏
虎
」
は
韓
通
を
ぶ

ち
の
め
す
。「
霸
王
執
鎗
」
は
斜
め
に
足
を
運
ん
で
待
つ
。「
樊
噲
提
槌
」
は

沛
公
に
敎
え
る
。「
關
公
勒
馬
」
は
刀
を
と
る
姿
勢
。「
韓
信
拖
鎗
」
は
門
に

進
む
。
張
飛
は
「
攔
山
法
」
を
使
え
る
。「
諸
姬
擎
鈿
」
は
風
の
よ
う
に
早

い
。
六
郞
が
持
ち
上
げ
る
「
金
槌
棒
」。「
韓
信
飛
先
」
は
進
ん
で
功
あ
り
。

傍
線
部
で
示
し
た
部
分
が
「
打
韓
通
」
に
關
わ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
二
首
の

名
稱
か
ら
す
る
と
、
趙
匡
胤
は
棍
或
い
は
棒
を
持
っ
て
韓
通
と
戰
っ
て
い
る
も
の

と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
演
武
捷
要
序
」
の
趙
匡
胤
が
韓
通
と
相
撲
を
行
っ
て
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次
の
よ
う
に
な
る
。

①
相
撲
系
：「
打
韓
通
」
雜
劇
、『
江
南
經
略
』「
秣
陵
關
打
韓
童
掌
拳
六
路
」・

『
三
台
萬
用
正
宗
』「
演
武
捷
要
序
」
…
現
存
し
て
い
る
文
字
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
朙
代
に
お
い
て
は
武
藝
書
が
中
心
と
な
る
。

②
棍
系
：『
南
宋
志
傳
』、「
邵
陵
棍
法
歌
」、
杏
雨
本
卷
頭
圖
…
小
說
、
武
藝
書

及
び
日
用
類
書
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
る
。

從
っ
て
、
朙
代
「
打
韓
通
」
故
事
に
は
、
元
雜
劇
の
流
れ
を
受
け
た
相
撲
系
と
、

そ
う
で
な
い
棍
系
の
二
種
類
が
あ
り
、
武
藝
書
を
用
い
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
日
用
類
書
武
備
門
に
の
み
兩
者
が
倂
存
し
、
現
在
ま
で
殘
っ
て
い
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
無
論
日
用
類
書
は
轉
載
を
重
ね
て
き
た
二
次
㊮
料
で
あ
り
、
杏
雨

本
の
卷
頭
圖
に
し
て
も
他
の
小
說
な
ど
か
ら
流
用
し
て
き
た
可
能
性
は
否
定
し
き

れ
ず
、
全
面
的
に
信
賴
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
狀
況
は
、
淸
代
の
『
飛
龍
全
傳
』
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
實
は
『
飛
龍
全
傳
』
で
は
、
こ
の
棍
系
と
相
撲
系
の
折
衷
の
よ
う
な
描
寫

が
見
ら
れ
る
。『
飛
龍
全
傳
』
で
は
全
編
を
通
じ
て
韓
通
と
趙
匡
胤
の
戰
鬪
場
面

が
三
度
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
來
雜
劇
に
お
い
て
三
回
連
續
で
戰
っ
て
い
た
の
を
、

他
の
故
事
も
利
用
し
つ
つ
引
き
伸
ば
し
、
三
つ
に
分
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
一
度
目
と
二
度
目
以
降
で
は
戰
い
方
に
は
や
や
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
度
目
の
第
三
回
で
は
雙
方
素
手
で
爭
い
、
二
度
目
の
第
二
十
九
回
と
三
度
目
の

第
三
十
六
回
で
は
趙
匡
胤
が
棍
で
不
意
打
ち
を
し
た
後
に
素
手
で
毆
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
何
故
か
。

ま
ず
、
歬
揭
の
第
三
回
に
當
た
る
情
節
は
、
雜
劇
な
ど
に
は
存
在
せ
ず
、
お
そ

ら
く
『
南
宋
志
傳
』
第
十
八
回（
（（
（

を
下
旉
き
と
し
て
お
り
、
戰
い
の
形
式
も
『
南
宋

志
傳
』
と
同
じ
く
武
器
を
用
い
な
い
格
鬪
戰
で
あ
る
。
し
か
し
『
南
宋
志
傳
』
で

は
招
式
描
寫
を
用
い
な
い
の
に
對
し
、『
飛
龍
全
傳
』
で
は
拳
法
の
型
を
中
心
と

趙
匡
胤
の
拳
法
は
す
ご
い
ぞ
。［
正
末
唱
う
］
あ
わ
て
て
で
た
ら
め
に
立
ち

向
か
っ
た
り
す
る
に
は
及
ば
ぬ
ぞ
。
向
か
っ
て
き
た
ら
す
ぐ
眞
を
見
せ
て
や

ろ
う
。
俺
の
歬
で
無
駄
口
を
き
け
な
く
し
て
や
る
。［
韓
通
を
打
ち
倒
す
し

ぐ
さ
］。

後
の
二
度
も
ほ
ぼ
同
樣
の
戰
鬪
描
寫
を
持
つ
。
雜
劇
に
お
け
る
趙
匡
胤
と
棍
法

に
つ
い
て
は
、「
趙
匡
胤
打
董
逹
」
の
穿
關
に
棍
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
劇
中
で

も
棍
を
用
い
て
戰
う
場
面
が
あ
る
が（
（（
（

、「
打
韓
通
」
雜
劇
で
は
使
用
し
な
い
。

次
に
古
い
の
は
『
南
宋
志
傳
』
第
二
十
九
回
で
、
こ
こ
で
は
「
木
林
關
」
に
お

い
て
、
馬
を
奪
っ
て
い
っ
た
韓
通
を
走
っ
て
追
い
か
け
、
木
の
棒
で
叩
き
落
と
す
。

匡
胤
大
怒
。
持
木
棒
飛
似
趕
去
相
近
追
上
大
叫
。
偸
馬
賊
休
走
。
韓
通
聽

得
㊒
人
趕
到
。
番
轉
身
□
弓
架
箭
。
放
一
矢
來
。
匡
胤
眼
快
躱
遇
。
其
矢
已

空
。
匡
胤
走
近
歬
一
棒
打
落
馬
下（

（（
（

。

（
譯
）
匡
胤
大
い
に
怒
り
、
木
棒
を
と
っ
て
飛
ぶ
よ
う
に
追
い
か
け
、
近

づ
い
て
追
い
つ
い
て
叫
ぶ
こ
と
に
は
、「
馬
盜
人
、
止
ま
れ
」。
韓
通
は
人
が

追
い
つ
い
た
と
知
る
や
、
身
を
飜
し
て
矢
を
番
え
、
一
矢
を
放
つ
。
匡
胤
は

す
ば
や
く
か
わ
し
、
そ
の
矢
は
當
た
ら
な
い
。
匡
胤
近
づ
い
て
一
發
棒
を
ふ

る
う
と
、
馬
か
ら
打
ち
落
と
し
た
。

こ
こ
で
の
趙
匡
胤
像
は
、
走
り
去
る
馬
に
走
っ
て
追
い
つ
く
な
ど
、
雜
劇
よ

り
も
や
や
人
閒
離
れ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
穆
陵
關
」
あ
る
い
は
「
木
林

關
」
で
「
韓
通
に
奪
わ
れ
た
馬
を
取
り
﨤
す
」
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
の
大
枠
は
雜
劇

と
同
一
だ
が
、
片
や
素
手
、
片
や
棒
を
用
い
る
と
、
戰
い
方
が
異
な
る
。

以
上
の
狀
況
か
ら
、
朙
代
以
歬
の
「
打
韓
通
」
故
事
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
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第
六
十
九
集

一
六
二

鸞
帶
を
一
振
る
い
、
神
煞
棍
棒
へ
と
變
え
て
、
目
の
歬
に
飛
び
込
ん
で
い

き
、
叫
ぶ
こ
と
に
は
「
韓
通
、
强
さ
を
た
の
む
の
は
や
め
ろ
。
俺
が
き
た
ぞ
」。

神
煞
棍
棒
を
ふ
り
あ
げ
て
、
肩
を
ぶ
っ
た
。
韓
通
は
頭
を
巡
ら
し
て
、
お
ど

ろ
き
、
言
う
こ
と
に
は
「
ま
ず
い
」。
急
い
で
身
を
飜
す
と
、（
敵
の
）
棍
棒

は
空
振
り
し
、（
韓
通
は
）
足
を
上
げ
て
迯
げ
よ
う
と
し
た
。
匡
胤
が
ど
う
し

て
許
し
て
や
ろ
う
か
、
歬
に
追
い
つ
い
て
ま
た
し
て
も
脚
を
一
拂
い
、
た
だ

ぶ
っ
と
い
う
音
が
し
て
、
韓
通
地
に
轉
ぶ
。
匡
胤
は
棍
棒
を
手
離
し
て
、
手

を
伸
ば
し
て
ひ
っ
つ
か
み
、
拳
を
擧
げ
て
顏
め
が
け
て
ぶ
っ
た
。

第
二
十
九
回
と
第
三
十
六
回
は
い
ず
れ
も
鄭
恩
が
先
に
韓
通
と
戰
い
、
ピ
ン
チ

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
趙
匡
胤
が
神
煞
棍
棒
に
よ
る
不
意
打
ち
を
⻝
ら
わ
せ
る
展
開

に
な
っ
て
お
り
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
使
わ
れ
る
表
現
も
よ
く
似
て
い
る
。
こ

の
部
分
は
『
南
宋
志
傳
』
と
は
あ
ま
り
一
致
し
な
い
の
で
、
或
い
は
『
飛
龍
全

傳
』
の
歬
身
で
あ
る
「
飛
龍
傳
」
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
狀
況
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
『
飛
龍
全
傳
』
第
三
回
で
は
、『
南
宋
志

傳
』
中
で
も
鄭
恩
を
主
人
公
と
す
る
プ
ロ
ッ
ト
を
利
用
し
、
一
方
第
二
十
九
回
と

第
三
十
六
回
で
は
『
南
宋
志
傳
』
の
「
打
韓
通
」
故
事
の
プ
ロ
ッ
ト
を
分
割
し

て
利
用
し
て
い
る
。
第
三
回
で
趙
匡
胤
と
韓
通
が
相
撲
で
爭
う
の
は
、『
南
宋
志

傳
』
中
の
鄭
恩
が
こ
の
場
面
で
は
棍
を
用
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
描
寫
に

は
や
や
差
異
が
あ
る
が
、
第
二
十
九
回
と
第
三
十
六
回
の
戰
鬪
の
流
れ
が
ほ
ぼ
同

一
に
な
る
の
も
、
や
は
り
『
南
宋
志
傳
』
同
樣
の
棍
系
の
戰
鬪
描
寫
の
影
響
下
に

あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
何
故
第
三
回
の
戰
鬪
描
寫
で
、『
南
宋
志
傳
』
に
は
存
在
し
な
い
招
式

描
寫
が
わ
ざ
わ
ざ
用
い
ら
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
探
る
た
め
に
は
、『
飛
龍
全

傳
』
に
お
け
る
招
式
描
寫
に
つ
い
て
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
た
招
式
描
寫
を
用
い
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
次
に
二
度
目
の
第
二
十
九

回
を
擧
げ
る
。

那
韓
通
正
要
把
鄭
恩
打
倒
、
忽
地
見
匡
胤

到
出

、
吃
了
一
驚
。
徃
後

一
退
、
匡
胤
趁
勢
只
一
掃
腳
棍
、
早
把
韓
通
打
倒
在
地
。（
中
略
）
只
說
當

下
匡
胤
打
倒
了
韓
通
、
只
一
腳
踏
住
胸
膛
、
左
手
掄
拳
、
照
著
臉
上
就
打（

（（
（

。

（
譯
）
韓
通
ま
さ
に
鄭
恩
を
打
ち
倒
そ
う
と
し
た
と
き
、
突
然
匡
胤
が
飛

び
出
し
て
き
た
の
を
見
て
驚
い
て
、
一
步
下
が
る
。
匡
胤
は
勢
い
に
乘
っ
て
、

棍
で
た
だ
一
度
脚
を
一
拂
い
、
早
く
も
韓
通
地
に
倒
れ
る
。（
中
略
）
さ
て

匡
胤
は
韓
通
を
打
ち
倒
し
、
た
だ
一
足
に
胸
を
踏
み
、
左
手
を
あ
げ
て
、
顏

を
一
發
ぶ
っ
た
。

こ
の
場
面
で
は
招
式
描
寫
を
用
い
て
い
な
い
。
趙
匡
胤
は
ま
ず
棍
で
不
意
打

ち
を
し
た
後
、
格
鬪
で
追
擊
を
か
け
て
い
る
。『
飛
龍
全
傳
』
に
お
い
て
「
打
韓

通
」
故
事
の
馬
が
絡
む
の
は
こ
の
回
だ
が
、
趙
匡
胤
の
馬
を
盜
ん
だ
の
は
韓
通
で

は
な
く
、
そ
の
息
子
に
な
っ
て
い
る
點
が
異
な
る
。
次
に
擧
げ
る
第
三
十
六
回
も
、

趙
匡
胤
と
韓
通
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ
流
れ
で
あ
る
。

鄭
恩
未
及
還
手
、
早
被
匡
胤
看
見
、
急
將
鸞
帶
迎
風
一

、
變
了
神
煞
棍

棒
、
飛
身
竄
到
跟
歬
喝
聲
、
韓
通
休
得
恃
强
。
俺
來
也
。
提
起
神
煞
棍
棒
、

徃
肩
窩
上
打
來
。
韓
通
回
頭
一
看
、
吃
了
一
驚
、
說
聲
。
不
好
。
連
忙
將
身

一
閃
、
棍
棒
落
空
、
舉
步
要
走
。
匡
胤
怎
肯
容
情
、
趕
上
歬
又
是
一
掃
脚
棍
、

只
聽
撲
的
一
聲
、
韓
通
跌
倒
在
地
。
匡
胤
丟
開
棍
棒
、
伸
手
按
住
、
舉
起
拳

頭
照
臉
而
打（

（（
（

。

（
譯
）
鄭
恩
未
だ
反
擊
で
き
ず
に
、
早
く
も
匡
胤
に
見
ら
れ
て
、
急
い
で



『
飛
龍
全
傳
』
と
武
術
描
寫

一
六
三

臺
で
の
戰
鬪
）

宋
金
淸
用
個
泰
山
圧
卵
勢
、

着
匡
胤
打
來
、
匡
胤
把
身
子
一
迎
、
故
意

失
腳
一
滑
、
撲
通
的
倘
倒
臺
埃
。
宋
金
淸
心
中
大
喜
、
便
使
個
餓
虎
撲
⻝
勢
、

來
抓
匡
胤
。
匡
胤
見
他
來
的
凶
猛
、
就
使
個
喜
鵲
登
枝
、
將
雙
足
對
着
宋
金

淸
的
胸
膛
、
用
力
一
蹬
、
早
把
宋
金
淸
踢
倒（
（（
（

。

（
譯
）
宋
金
淸
は
「
泰
山
壓
卵
勢
」
を
使
い
、
匡
胤
め
が
け
て
打
っ
て
き
た
。

匡
胤
は
そ
の
身
で
迎
え
、
わ
ざ
と
足
を
滑
ら
せ
て
、
ぼ
と
ん
と
臺
の
上
に
轉

ん
だ
。
宋
金
淸
は
心
中
大
喜
び
で
、
す
ぐ
「
餓
虎
撲
⻝
勢
」
を
使
い
、
匡
胤

を
つ
か
も
う
と
し
た
。
匡
胤
は
彼
が
勢
い
よ
く
來
る
の
を
見
て
、
す
ぐ
「
喜

鵲
登
枝
」
を
使
い
、
兩
足
を
宋
金
淸
の
胸
に
向
け
て
、
力
一
杯
一
蹴
り
す
る

と
、
早
く
も
宋
金
淸
は
倒
れ
た
。

②
第
二
十
三
回
「
太
祖
嘗
桃
降
舅
母　

杜
公
抹
谷
逢
外
甥
」（
趙
匡
胤
對
杜
二
公
）

㊒
詩
爲
證
。
自
幼
學
成
五
脚
操
、
長
拳
短
打
逞
英
豪
。
先
開
一
路
四
平
架
、

後
使
飜
身
出
洞
蛟
。（
中
略
）
匡
胤
聽
了
走
過
那
遍
、
対
面
站
住
。
先
把
兩

腿
偎
了
一
偎
、
蹼
一
個
双
龍
飛
脚
、
離
地
就
㊒
八
尺
多
高
。（
中
略
）
㊒
詩

爲
證
。
太
祖
神
拳
出
少
林
、
全
凭
本
領
定
乾
坤
。
發
揚
蹈
厲
師
先
哲
、
永
奠

華
夷
四
百
春
。（
中
略
）
那
大
王
見
輸
了
一
掌
、
就
把
架
式
改
過
、
收
回
飛
脚
、

換
了
長
腿
、
先
使
個
太
山
壓
頂
。
匡
胤
又
復
閃
過
、
大
王
又
使
個
餓
虎
撲
⻝
、

夜
叉
探
海（

（（
（

。

（
譯
）
詩
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。「
幼
い
頃
か
ら
五
脚
操
（
？
）
を
な
ら
い
、

長
拳
・
短
打
は
思
う
が
ま
ま
の
豪
傑
ぶ
り
、
ま
ず
一
路
の
「
四
平
架
」
を

使
い
、
後
に
「
飜
身
出
洞
蛟
」
を
使
う
」。（
中
略
）
匡
胤
は
聽
く
や
彼
方

へ
向
か
い
、
反
對
側
に
立
つ
。
ま
ず
は
兩
足
を
ぴ
た
り
と
そ
ろ
え
、「
雙
龍

飛
脚
」
を
一
發
蹴
っ
て
お
見
舞
い
、
地
面
を
離
れ
る
こ
と
八
尺
も
の
高
さ
。

（
中
略
）
詩
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。「
太
祖
神
拳
は
少
林
に
出
て
、
全
く
本
領
を

３
、『
飛
龍
全
傳
』
の
招
式
描
寫

宋
太
祖
趙
匡
胤
の
立
身
出
世
を
描
い
た
『
飛
龍
全
傳
』
の
執
筆
背
景
は
、
作
者

の
吳
璿
に
よ
る
嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
の
序
文
か
ら
僅
か
に
窺
え
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
吳
璿
が
科
擧
の
受
驗
勉
强
を
し
て
い
た
乾
隆
十
四
年
（
一
七
四
九
）、
あ

る
人
が
「
飛
龍
傳
」
と
い
う
書
物
を
く
れ
た
が
、
そ
の
內
容
は
荒
唐
無
稽
で
あ
り
、

少
し
讀
ん
だ
だ
け
で
放
っ
て
お
い
た
。
結
局
彼
は
志
を
得
ず
、
十
九
年
後
の
乾
隆

三
十
三
年
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
書
物
の
編
集
を
始
め
た
と
い
う（
（（
（

。

こ
こ
に
擧
が
る
「
飛
龍
傳
」
の
正
體
は
不
朙
で
あ
る
。
先
行
硏
究
で
は
、
同
じ

く
趙
匡
胤
の
建
國
を
扱
い
、
特
に
『
飛
龍
全
傳
』
と
後
半
部
分
が
近
い
白
話
小
說

『
南
宋
志
傳
』
で
あ
る
と
い
う
說（
（（
（

や
、
ま
た
平
話
な
ど
の
講
釋
あ
る
い
は
講
釋
の

筆
記
本
に
よ
る
も
の
と
い
う
說（
（（
（

な
ど
が
あ
る
が
、『
南
宋
志
傳
』
說
は
『
飛
龍
全

傳
』
歬
半
部
分
の
大
半
の
出
所
が
不
朙
で
あ
り
、
講
釋
本
說
は
現
存
テ
キ
ス
ト
が

見
當
た
ら
な
い
た
め
、
實
證
は
不
可
能
で
あ
る
。
從
っ
て
、
現
狀
で
は
具
體
的
に

そ
の
出
所
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い（
（（
（

。

『
飛
龍
全
傳
』
以
歬
の
趙
匡
胤
故
事
の
現
存
テ
キ
ス
ト
に
は
、
ま
ず
平
話
で
は

『
五
代
史
平
話
』、
雜
劇
で
は
「
趙
匡
胤
打
董
逹
」、「
穆
陵
關
上
打
韓
通
」
及
び
羅

貫
中
「
宋
太
祖
龍
虎
風
雲
會
」、
白
話
小
說
で
は
『
殘
唐
五
代
史
演
義
』、『
南
宋

志
傳
』、『
警
世
通
言
』
第
二
十
一
卷
「
趙
太
祖
千
里
送
京
娘
」、
戲
曲
で
は
李
玉

『
風
雲
會
』
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
朙
確
な
招
式
描
寫
は
無
い（
（（
（

。

一
方
『
飛
龍
全
傳
』
で
は
、
四
箇
所
に
招
式
描
寫
が
存
在
し
、
三
箇
所
は
趙
匡

胤
、
一
箇
所
は
高
懷
德
が
戰
鬪
を
行
う
。
そ
の
內
第
三
回
は
す
で
に
觸
れ
た
。
こ

こ
で
は
殘
り
の
三
例
を
擧
げ
る
。

①
第
二
十
回
「
眞
命
主
戲
醫
啞
子　

宋
金
淸
驕
設
擂
臺
」（
趙
匡
胤
對
宋
金
淸
・
擂
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一
六
四

全
體
的
な
傾
向
と
し
て
、
ま
ず
全
て
一
對
一
の
格
鬪
戰
で
用
い
ら
れ
る
點
が

共
通
し
て
い
る
。
描
寫
の
手
法
と
し
て
は
、
歌
訣
、
散
文
の
兩
方
が
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
先
述
の
通
り
、
先
行
す
る
宋
太
祖
關
連
の
作
品
に
は
見
ら

れ
な
い
。
對
戰
の
場
に
つ
い
て
は
、
擂
臺
（
格
鬪
技
の
リ
ン
グ
）
で
の
戰
鬪
例
（
①
、

③
）
が
二
例
あ
る
。
な
お
、
招
式
描
寫
を
伴
う
擂
臺
の
描
寫
が
二
度
も
登
場
す
る

の
は
、
こ
れ
以
歬
で
は
他
例
が
見
當
た
ら
な
い
。
戰
う
相
手
に
つ
い
て
は
、
擂
臺

の
霸
者
二
人
（
①
、
③
）
の
他
、
趙
匡
胤
の
お
じ
で
あ
る
山
塞
の
親
玉
（
②
）、
及

び
第
三
回
の
韓
通
と
の
戰
鬪
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
な
お
後
述
す
る
通
り
、
韓
通

は
第
二
十
九
回
歬
後
で
は
「
韓
敎
師
」
と
呼
ば
れ
る
、
多
く
の
徒
弟
を
抱
え
る
武

術
敎
師
で
あ
る
こ
と
に
㊟
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
武
術
に
つ

い
て
は
、
正
體
不
朙
の
も
の
も
あ
る
が
、「
宋
太
祖
三
十
二
長
拳
勢
」
に
含
ま
れ

る
「
金
鷄
獨
立
」
な
ど
、
少
林
寺
か
趙
匡
胤
に
關
わ
る
拳
・
棍
法
に
屬
す
る
も
の

が
四
例
あ
る
。
ま
た
趙
匡
胤
を
少
林
拳
法
と
結
び
つ
け
る
表
現
も
②
に
存
在
す
る
。

こ
れ
は
武
藝
の
世
界
の
趙
匡
胤
像
が
最
も
わ
か
り
や
す
く
入
り
込
ん
で
き
た
部
分

で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
『
飛
龍
全
傳
』
の
招
式
描
寫
の
特
徵
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
先
行
す
る
他
の
白
話
小
說
の
招
式
描
寫
の
も
の
と
、
基
本
的
に
は

大
差
は
な
い
。

白
話
小
說
に
お
け
る
最
古
の
招
式
描
寫
の
例
は
『
淸
平
山
堂
話
本
』「
楊
溫
攔

路
虎
傳（
（（
（

」
で
、
こ
こ
で
は
「
旗
鼓
」
と
い
う
基
本
姿
勢
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は

宋
太
祖
三
十
二
長
拳
勢
に
も
含
ま
れ
る
型
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
だ
後
の
白
話
小
說

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
複
雜
な
型
の
掛
け
合
い
で
は
な
い
。
そ
れ
が
變
化
す
る
の
は

朙
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
招
式
描
寫
で
歌
訣
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
散

文
中
で
も
樣
々
な
型
を
羅
列
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
で
も
歌
訣
の
利
用
の
實

態
を
特
に
朙
確
に
示
し
て
い
る
の
が
、
次
に
擧
げ
る
『
西
遊
記
』
と
「
邵
陵
拳
勢

發
揮
し
て
乾
坤
を
定
め
ま
す
（
天
下
を
取
る
）。
激
し
く
足
踏
み
し
て
舞
っ
て

は
先
哲
を
師
と
し
て
、
華
夷
四
百
年
の
王
朝
の
基
礎
を
定
め
ま
す
。（
中
略
）

か
の
大
王
は
拳
で
負
け
た
の
を
見
て
、
す
ぐ
に
戰
い
方
を
改
め
て
、
飛
脚

を
收
め
、
長
腿
に
變
え
て
（
こ
の
二
句
難
讀
）、
ま
ず
「
太
山
壓
頂
」
を
使
う
。

匡
胤
が
ま
た
し
て
も
よ
け
る
と
、
大
王
は
さ
ら
に
「
餓
虎
撲
⻝
」、「
夜
叉
探

海
」
を
使
う
。

③
第
五
十
五
回
「
課
武
功
男
女
較
射　

販
馬
計
大
閙
金
陵
」（
高
懷
德
對
李
豹
・
擂

臺
で
の
戰
鬪
）

只
說
高
懷
德
當
時
跳
上
台
去
、
也
不
通
姓
衟
名
、
兩
下
各
自
扎
衣
立
勢
、

都
把
門
戶
擺
開
、
要
試
高
下
。
一
個
擺
金
雞
獨
立
、
一
個
擺
手
抱
嬰
兒
、
這

一
個
使
猛
虎
離
山
、
那
一
個
使
蛟
龍
出
海
、
這
一
個
順
手
迎
風
抄
下
、
那
一

個
雙
拳
撲
面
驚
人
。
兩
個
來
來
徃
徃
、
都
無
一
點
下
手
之
處
。
高
懷
德
暗
里

思
想
、
此
人
武
藝
過
是
高
强
、
若
不
暗
算
、
怎
能
取
勝
。
定
了
主
意
、
忽
的

虛
閃
一
拳
、
使
個
回
龍
敗
勢
、
緩
步
抽
身（
（（
（

。

（
譯
）
高
懷
德
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、
そ
の
と
き
臺
の
上
に
飛
び
上
が
り
、

姓
名
も
ま
だ
通
じ
て
い
な
い
の
に
、
兩
方
と
も
お
の
お
の
「
扎
衣
立
勢
」
を

と
り
、
み
な
門
戶
を
ひ
ら
き
、
ど
ち
ら
が
强
い
か
確
か
め
よ
う
と
す
る
。
一

人
は
「
金
雞
獨
立
」
し
、
一
人
は
「
手
抱
嬰
兒
」
を
つ
か
い
、
こ
ち
ら
は

「
猛
虎
離
山
」
を
使
う
と
、
あ
ち
ら
は
「
蛟
龍
出
海
」
を
つ
か
い
、
こ
ち
ら

は
か
わ
し
て
足
拂
い
（
？
）、
あ
ち
ら
は
二
つ
の
拳
で
顏
を
ぶ
っ
て
驚
か
せ

る
。
二
人
と
も
行
っ
た
り
來
た
り
、
ど
こ
に
も
全
く
す
き
が
な
い
。
高
懷

德
が
ひ
っ
そ
り
思
う
に
は
、「
こ
の
人
の
武
藝
は
果
た
し
て
高
い
、
も
し
こ

っ
そ
り
計
略
を
も
う
け
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
勝
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」。

氣
持
ち
を
決
め
る
と
、
突
然
一
發
フ
ェ
イ
ン
ト
を
入
れ
、「
回
龍
敗
勢
」
を

使
い
、
ゆ
っ
く
り
と
身
を
引
い
た
。



『
飛
龍
全
傳
』
と
武
術
描
寫

一
六
五

標
題
正
義
』
卷
八
や
日
用
類
書
『
萬
書
萃
寶
』
な
ど
に
揭
載
さ
れ
る
「
邵
陵
拳
勢

歌
」
の
第
二
首
第
一
、
二
句
に
近
く
、
さ
ら
に
第
三
句
・
第
四
句
の
末
尾
が
「
邵

陵
拳
勢
歌
」
第
二
首
の
第
三
句
・
第
六
句
と
一
致
す
る
。

こ
の
う
ち
日
用
類
書
で
あ
る
『
萬
書
萃
寶
』
は
、
お
そ
ら
く
當
時
特
に
影
響
力

の
あ
っ
た
書
籍
を
用
い
て
製
作
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
く（
（（
（

、
ま
た
『
武
經
標
題

正
義
』
は
も
と
も
と
朙
刊
だ
が
、
淸
代
に
も
重
刊
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
こ
こ
で

は
、
當
時
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
歌
訣
を
、
文
字
テ
キ
ス
ト
に
依
る
か
、
或
い
は

口
頭
で
聞
い
た
も
の
を
、
あ
る
程
度
改
變
し
て
招
式
描
寫
と
し
て
轉
用
し
た
の
で

あ
ろ
う
。『
飛
龍
全
傳
』
の
「
㊒
詩
爲
證
」
と
し
て
引
か
れ
る
二
首
も
、
そ
の
よ

う
に
し
て
小
說
內
に
入
り
こ
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
よ
う
な
狀
況
か
ら
、
朙
代
の
『
水
滸
傳
』
や
『
西
遊
記
』
の
出
現
を
受

け
、『
飛
龍
全
傳
』
が
製
作
さ
れ
た
淸
代
に
は
、
戰
鬪
場
面
で
招
式
描
寫
を
採
用

す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。『
飛
龍
全
傳
』
で
招
式
描
寫
が
採

用
さ
れ
た
一
因
は
こ
こ
に
あ
る
。

一
方
で
、
武
人
の
活
躍
を
描
き
な
が
ら
、
招
式
描
寫
を
用
い
な
い
白
話
小
說
も

存
在
す
る
。
先
述
の
『
南
宋
志
傳
』
や
こ
れ
と
セ
ッ
ト
の
『
北
宋
志
傳
』、
及
び

『
北
宋
志
傳
』
と
同
じ
く
楊
家
將
を
描
い
た
『
楊
家
府
演
義
』
の
他
、『
三
國
志
演

義
』
な
ど
の
歷
史
小
說
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
『
水
滸
傳
』
や
『
西
遊
記
』
の
違
い

は
朙
白
で
、
正
統
な
歷
史
を
描
い
た
と
い
う
意
識
が
あ
る
歷
史
小
說
に
は
、
こ
の

よ
う
な
招
式
描
寫
は
入
り
込
み
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
招
式
描

寫
は
本
來
、
關
羽
や
楊
業
の
よ
う
な
、
國
を
背
負
う
武
將
の
た
め
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

ま
た
、
朙
代
白
話
小
說
に
お
い
て
、
招
式
描
寫
を
用
い
た
戰
鬪
描
寫
が
見
ら
れ

る
場
面
に
は
一
定
の
傾
向
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
①
武
藝
者
同
士
の
一
對
一
で
の

腕
比
べ
、
②
場
所
が
「
擂
臺
」
な
ど
の
武
術
の
試
合
に
用
い
る
リ
ン
グ
で
あ
る
場

歌
」
と
『
隋
史
遺
文
』
の
例
で
あ
る
。

『
西
遊
記
』
第
五
十
一
回
「
心
猿
空
用
千
般
計　

水
火
無
功
難
煉
魔
」

（
Ａ
）
拽
開
大
四
平
。
踢
起
雙
飛
脚
。
韜
脇
劈
胸
墩
。
剜
心
摘
膽
着
。
仙
人

指
路
。
老
子
騎
鶴
。
餓
虎
撲
⻝
。
最
傷
人
蛟
龍
戲
水
。
能
兇
惡
魔
王
使
個

蟒
飜
身
。
大
聖
却
施
鹿
解
角
。
翹
跟
淬
地
龍
。
扭
碗
擎
天
槖
。
靑
獅
張
口

來
。
鯉
魚
跌
子
躍
。
葢
頂
撒
芲
。
遶
腰
貫
索
。
迎
風
貼
扇
兒
。
急
雨
催
芲

落
。
妖
精
便
使
觀
音
掌
。
行
者
就
對
羅
漢
脚
。
長
拳
開
濶
自
然
鬆
。
怎
比

短
拳
多
緊
削
。
兩
個
相
持
數
十
囘
。
一
般
本
事
無
强
弱（

（（
（

。

『
萬
書
萃
寶
』「
邵
陵
拳
勢
歌
」
第
二
首

（
Ｂ
）
黑
虎
金
槌
按
下
方
。
邪
行
拗
步
鬼
神
忙
。
飜
身
拳
惡
心
就
打
。
赤
膽

拳
全
要
隄
防
。
上
一
步
迎
拳
就
架
。
五
芲
勢
踏
破
撩
當
。
黑
虎
勢
騰
空
就

起
。
雙
舞
劒
立
勢
高
强
。
㊒
神
拳
誰
來
遮
攩
。
撥
開
攻
進
㊒
何
妨
。
誰
人

與
我
爭
名
利
。

下
精
神
要
一
場（

（（
（

。

『
隋
史
遺
文
』
第
十
二
回
「
定
罪
案
發
配
幽
州
地　

打
擂
臺
揚
名
順
義
村
」 

（
Ａ
）
拽
開
四
平
拳
。
踢
起
雙
飛
脚
。
這
一
個
韜
肋
壁
胸
敦
。
那
一
個
剜
心

側
膽
着
。
這
一
個
靑
獅
張
口
來
。
那
一
個
鯉
魚
跌
子
躍
。
一
個
餓
虎
撲
⻝
。

最
傷
人
那
一
個
蛟
龍
戲
子
能
兇
惡
。
這
一
個
忙
舉
觀
音
掌
。
那
一
箇
急
起

羅
漢
脚
。
長
拳
架
勢
自
然
凶
。
怎
比
這
回
短
打
多
掠
削
。
二
人
相
持
數
十

回
。
不
分
勝
敗
與
强
弱
。

（
Ｂ
）
黑
虎
金
鎚
降
下
方
。
斜
行
要
步
鬼
神
忙
。
劈
面
掌
參
勾
就
打
。
短
簇

臁
擘
破
撩
襠（

（（
（

。

『
隋
史
遺
文
』
の
招
式
描
寫
の
う
ち
、（
Ａ
）
は
『
西
遊
記
』
第
五
十
一
回
揭
載

歌
訣
を
省
略
し
加
工
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、（
Ｂ
）
第
一
・
二
句
は
『
武
經
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一
六
六

八
日
に
、
雜
劇
や
蹴
鞠
な
ど
の
社
會
と
と
も
に
「
角
觝
社
」、
つ
ま
り
相
撲
の
興

行
を
出
す
社
會
に
つ
い
て
の
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
三
⺼
二
十
八
日
に
も
そ
の
よ

う
な
社
會
が
盛
大
に
催
さ
れ
る
と
あ
る（
（（
（

。
第
一
節
で
先
述
し
た
民
閒
藝
能
や
演
劇

な
ど
の
白
話
文
藝
と
武
藝
の
交
點
の
一
つ
は
お
そ
ら
く
こ
こ
で
、
祭
り
に
お
け
る

武
藝
者
同
士
の
腕
比
べ
の
樣
子
を
、
白
話
小
說
に
取
り
入
れ
た
も
の
が
、
こ
の

「
擂
臺
」
で
の
腕
比
べ
な
の
で
あ
る
。『
飛
龍
全
傳
』
第
二
十
回
及
び
第
五
十
五
回

の
も
の
は
祭
禮
の
描
寫
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
流
れ
を
汲
ん
で
登
場
し

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
『
飛
龍
全
傳
』「
打
韓
通
」
故
事
の
場
合
、
そ
の
過
程
に
更
に
曲
折
が

あ
る
。
そ
れ
が
現
れ
る
の
は
趙
匡
胤
が
棍
で
の
不
意
打
ち
を
開
始
す
る
第
二
十
九

回
で
、
こ
こ
で
は
「
如
今
只
將
拳
法
而
論
、
匡
胤
所
學
、
本
是
不
及
韓
通
」
と
、

武
藝
の
腕
に
つ
い
て
は
朙
確
に
趙
匡
胤
が
韓
通
に
劣
る
と
斷
言
し
た
上
で
、
趙
匡

胤
は
兵
法
に
習
っ
て
不
意
打
ち
を
行
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る（
（（
（

。
こ
れ

は
趙
匡
胤
が
壓
倒
的
に
强
か
っ
た
雜
劇
な
ど
と
は
朙
ら
か
に
異
な
る
設
定
で
あ
り
、

し
か
も
か
な
り
唐
突
に
插
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
趙
匡
胤
の
設
定
變
更
の

原
因
は
不
朙
瞭
だ
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
お
そ
ら
く
『
飛
龍
全
傳
』
の
韓
通

が
武
術
敎
師
と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
だ
と
見
ら
れ
る
。

相
撲
系
の
描
寫
を
持
つ
元
雜
劇
「
打
韓
通
」
で
は
、
韓
通
は
手
下
を
引
き
連
れ

て
現
れ
、
趙
匡
胤
と
戰
う
た
め
に
馬
を
盜
む
。
こ
の
韓
通
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
武
藝

の
世
界
で
も
生
き
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
趙
匡
胤
に
も
、

拳
・
棍
法
の
開
祖
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
當
時
の
民
閒
に

お
い
て
、
韓
通
對
趙
匡
胤
の
戰
鬪
が
、
招
式
描
寫
を
用
い
る
よ
う
な
武
藝
者
同
士

の
も
の
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
現
役
の
武
術
敎
師
と
し
て
登

場
す
る
人
物
は
、『
水
滸
傳
』
の
洪
敎
頭
の
よ
う
に
、
招
式
描
寫
の
出
て
く
る
場

面
で
は
大
抵
敵
役
で
あ
る
た
め
、
趙
匡
胤
を
武
術
敎
師
に
は
出
來
ず
、
韓
通
の
方

合
の
二
つ
で
あ
る
。
兩
者
が
兩
立
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
片
方
だ
け
の

場
合
も
あ
る
。
無
論
『
西
遊
記
』
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
が
、
大
抵
は
こ
の
ど
ち

ら
か
に
當
て
は
ま
る
。
ま
た
、
こ
の
ど
ち
ら
の
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
も
、
勝
者
に

賭
け
金
な
ど
の
襃
美
が
與
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
共
通
點
が
あ
る
。

①
武
藝
者
同
士
の
腕
比
べ
に
つ
い
て
は
、『
淸
平
山
堂
話
本
』「
楊
溫
攔
路
虎
傳
」、

『
水
滸
傳
』 
第
二
回
及
び
第
九
回
、『
古
今
小
說
』
卷
十
五
等
、
對
戰
相
手
が
武
術

敎
師
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
飛
龍
全
傳
』
の
韓
通
も
、
第

二
十
九
回
で
は
多
く
の
徒
弟
を
抱
え
る
武
術
の
師
範
と
し
て
登
場
す
る
た
め
、
こ

の
武
術
敎
師
型
と
見
ら
れ
る
。

②
「
擂
臺
」
が
登
場
す
る
も
の
に
は
、
先
述
し
た
『
隋
史
遺
文
』、
及
び
同
樣

の
情
節
を
語
る
『
隋
唐
演
義
』
第
十
二
回
と
『
說
唐
演
義
全
傳
』
第
七
回（
（（
（

、
な
ら

び
に
『
說
岳
全
傳
』
第
六
十
九
回
な
ど
が
あ
る
。『
飛
龍
全
傳
』
で
は
第
二
十
回

及
び
第
五
十
五
回
が
こ
れ
に
該
當
す
る
。
な
お
、『
水
滸
傳
』
第
七
十
四
回
の
よ

う
に
「
獻
臺
」
な
ど
の
名
稱
で
同
樣
の
も
の
が
登
場
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し

「
擂
臺
」
な
ど
の
リ
ン
グ
で
の
戰
鬪
描
寫
が
必
ず
し
も
招
式
描
寫
を
伴
う
わ
け
で

は
な
い
。

こ
の
二
者
の
內
、
②
「
擂
臺
」
の
パ
タ
ー
ン
に
は
お
そ
ら
く
現
實
に
存
在
し
た

行
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
雜
劇
「
劉
千
病
打
獨
角
牛
」
に

登
場
す
る
よ
う
な
、
祭
禮
の
興
行
に
お
け
る
武
藝
者
同
士
の
腕
比
べ
で
あ
る
。
雜

劇
「
劉
千
病
打
獨
角
牛
」
の
主
人
公
劉
千
は
、
先
述
し
た
『
三
台
萬
用
正
宗
』

「
演
武
捷
要
序
」
に
も
相
撲
の
開
祖
と
し
て
名
が
擧
が
る
。
こ
の
「
劉
千
病
打
獨

角
牛
」
は
三
⺼
二
十
八
日
の
東
嶽
生
辰
に
お
け
る
「
露
臺
」
で
の
演
武
を
描
く
が
、

こ
の
行
事
は
『
淸
平
山
堂
話
本
』「
楊
溫
攔
路
虎
傳
」、『
元
曲
選
』
本
の
高
文
秀

「
黑
旋
風
雙
獻
功
」、『
水
滸
傳
』
第
七
十
四
回
（
但
し
こ
こ
で
は
三
⺼
二
十
四
日
）
な

ど
で
も
言
及
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
武
林
舊
事
』
卷
三
「
社
會
」
の
二
⺼



『
飛
龍
全
傳
』
と
武
術
描
寫

一
六
七

に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
與
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

對
武
術
敎
師
戰
の
正
し
い
描
寫
方
法
が
、『
飛
龍
全
傳
』
第
三
回
や
『
水
滸

傳
』
第
八
回
の
よ
う
な
招
式
描
寫
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
當
時
存
在
し
て
い
た
な

ら
ば
、『
飛
龍
全
傳
』
第
二
十
九
回
に
お
い
て
も
當
然
、
武
術
敎
師
で
あ
る
韓
通

と
の
戰
鬪
で
は
、
招
式
描
寫
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
は
『
南

宋
志
傳
』
の
描
寫
を
引
き
繼
い
だ
箇
所
で
も
あ
る
た
め
、
趙
匡
胤
は
棍
で
韓
通
を

打
ち
の
め
す
必
要
が
あ
っ
た
。『
飛
龍
全
傳
』
の
趙
匡
胤
が
雜
劇
で
の
よ
う
な
絕

對
的
な
强
者
で
は
な
い
こ
と
は
、
第
三
回
で
神
助
を
得
な
け
れ
ば
韓
通
に
勝
て
な

か
っ
た
こ
と
で
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
『
南
宋
志
傳
』
の
話
と
整
合

性
を
保
ち
つ
つ
趙
匡
胤
を
勝
利
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
棍
で
の
不
意
打
ち
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
「
兵
法
に
合
わ
せ
た
」
と
い
う
辯
解
が
必
要
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
總
括
す
る
と
、『
飛
龍
全
傳
』
の
招
式
描
寫
の
用
法
は
、
朙
代
や
淸
代

初
朞
の
招
式
描
寫
を
用
い
る
白
話
小
說
の
場
合
と
基
本
的
に
は
同
樣
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
招
式
描
寫
の
登
場
す
る
回
が
少
し
多
く
、
他

作
品
に
は
基
本
的
に
一
度
し
か
な
い
「
擂
臺
」
で
の
戰
鬪
が
二
度
存
在
す
る
な
ど
、

武
藝
の
世
界
と
の
關
わ
り
が
や
や
强
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
朙
淸
代

に
は
定
着
し
て
い
た
「
武
藝
の
流
派
の
祖
」
と
し
て
の
趙
匡
胤
の
イ
メ
ー
ジ
が
反

映
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、『
飛
龍
全
傳
』
で
招
式
描
寫
が
採
用
さ
れ
た
の
も
、
そ

の
イ
メ
ー
ジ
を
最
早
無
視
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

『
飛
龍
全
傳
』
の
招
式
描
寫
の
來
源
は
何
か
。
テ
キ
ス
ト
の
來
源
の
可
能
性
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
①
先
行
す
る
「
飛
龍
傳
」
に
よ
る
も
の
、
②
武
藝
書
な

ど
を
用
い
て
吳
璿
が
書
き
加
え
た
、
の
二
つ
で
あ
る
。
し
か
し
先
述
し
た
通
り

「
飛
龍
傳
」
の
正
體
は
不
朙
で
あ
り
、
ま
た
吳
璿
の
回
末
批
評
に
は
招
式
描
寫
に

關
す
る
も
の
は
見
當
た
ら
な
い
。
從
っ
て
實
證
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
そ
の
招

式
描
寫
に
影
響
を
與
え
た
可
能
性
が
高
い
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
演
劇
や
相
撲
な

ど
の
武
藝
の
演
武
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

４
、
終
わ
り
に―

白
話
小
說
と
武
藝
書
の

點

本
稿
で
取
り
上
げ
た
趙
匡
胤
は
、
雜
劇
な
ど
の
白
話
文
藝
の
世
界
に
そ
の
名
を

連
ね
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
故
事
が
招
式
の
名
稱
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
宋
太
祖
の

名
を
冠
し
た
流
派
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
、『
飛
龍
全
傳
』
に
お
い
て

は
、
現
存
す
る
趙
匡
胤
關
連
の
先
行
作
品
中
で
は
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
招
式

を
用
い
る
武
藝
者
と
し
て
の
趙
匡
胤
像
が
强
烈
に
立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、『
飛
龍
全
傳
』
は
、『
南
宋
志
傳
』
と
い

う
歷
史
小
說
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
武
藝
者
を
中
心
と
す
る
武
俠
小
說
の
よ

う
な
性
質
を
も
倂
せ
持
つ
境
界
的
存
在
と
し
て
、
後
世
に
殘
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
冐
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
白
話
文
藝
と
武
藝
の
世
界
の
密
接
な
關
係
が
、

白
話
小
說
の
描
寫
に
大
き
く
影
響
を
與
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
武
藝
の
權
威

付
け
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
白
話
文
藝
の
登
場
人
物
は
、
白
話
小
說
の
戰
鬪
描
寫

と
し
て
招
式
描
寫
が
採
用
さ
れ
た
際
、
小
說
で
も
招
式
を
用
い
る
人
物
と
し
て
の

調
整
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
祭
祀
・
地
方
劇
な
ど
と
の
關
係
に
つ
い
て
の
調
査
が

殘
る
ほ
か
、『
飛
龍
全
傳
』
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
見
ら
れ
る
淸
代
宮
中
連
臺

戲
「
盛
世
鴻
圖
」
に
は
、『
飛
龍
全
傳
』
に
存
在
す
る
よ
う
な
招
式
描
寫
が
見
當

た
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、
武
術
を
使
用
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
特

性
の
檢
討
も
、
今
後
硏
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
六
八

　

㊟
（
1
）
本
稿
で
は
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
芥
子
園
本
影
印
に
よ
る
。

（
2
）
歬
揭
書
五
二
～
五
三
頁
。
な
お
句
讀
點
は
唐
林
標
點
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
五
年
、
底
本
芥
子
園
本
）
に
從
う
。

（
3
）
拙
稿
「
朙
代
後
朞
日
用
類
書
武
備
門
の
構
成
」（
京
都
府
立
大
學
國
中
文
學
會
『
和

漢
語
文
硏
究
』
第
十
四
號
、
二
〇
一
六
年
十
一
⺼
、
二
〇
九
～
二
三
七
頁
）
參
照
。

（
4
）
入
矢
義
高
・
梅
原
郁
譯
㊟
『
東
京
夢
華
錄
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
二
五
三

頁
參
照
。

（
5
）
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
九
八
年
。

（
6
）「
金
鷄
獨
立
」
と
「
鷂
子
飜
身
」
に
つ
い
て
は
朙
・
田
汝
成
『
西
湖
游
覽
志
餘
』

二
十
卷
「
熙
朝
樂
事
」
二
⺼
十
二
日
項
に
「
樹
長
竿
於
庭
、
高
可
三
丈
、
一
人
攀
緣

而
上
、
舞
蹈
其
顚
、
盤
旋
上
下
、
㊒
鷂
子
飜
身
、
金
雞
獨
立
、
鐘
馗
抹
額
、
玉
兔
搗

藥
之
類
」（『
四
庫
全
書
』
本
に
よ
る
）
と
あ
る
。
ま
た
同
卷
「
霜
降
之
日
」
項
で
は

帥
府
の
執
り
行
う
軍
神
の
祭
り
の
際
、
種
々
の
武
藝
を
披
露
し
て
み
せ
る
と
い
う
記

事
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
夜
叉
探
海
」、「
玉
女
穿
梭
」
な
ど
が
見
え
る
。
朙
代
當

時
武
藝
の
型
は
祭
り
の
演
武
で
披
露
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
見
る
側
も
型
の
名
稱
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
7
）
中
文
硏
究
會
『
未
名
』
八
號
、
一
九
八
九
年
、
一
～
二
十
八
頁
。

（
8
）
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
9
）
㊟
（
3
）
に
歬
揭
の
拙
稿
を
參
照
。

（
10
）
技
藝
社
、二
〇
一
五
年
。
中
國
に
お
け
る
武
藝
の
歷
史
に
つ
い
て
は
、松
田
隆
智
『
圖

說
中
國
武
術
史
』（
新
人
物
徃
來
社
、一
九
七
六
年
）、笠
尾
恭
二
『
中
國
武
術
史
大
觀
』

（
福
昌
堂
、
一
九
九
四
年
）、
唐
豪
『
中
國
武
藝
圖
籍
考
』（
山
西
科
學
技
術
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
）
な
ど
も
參
照
。

（
11
）『
四
庫
全
書
』
所
收
本
に
よ
る
。

（
12
）『
四
庫
全
書
』
所
收
本
に
よ
る
。

（
13
）『
四
庫
全
書
』
所
收
本
に
よ
る
。

（
14
）
こ
の
「
秣
陵
」
や
後
に
見
え
る
「
木
林
」
は
「
穆
陵
」
と
い
う
地
名
に
對
す
る
當

て
字
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
蕪
湖
下
西
川
拳
二
十
四
勢
」
は
趙
匡
胤
故
事
で
は
見
當
た

ら
ず
、
む
し
ろ
『
新
編
足
本
芲
關
索
下
西
川
傳
續
集
』
な
ど
の
芲
關
索
故
事
に
關
係

す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。『
江
南
經
略
』
卷
八
に
は
他
に
も
棒
に
「
趙
太
祖
騰
蛇
棒
」

が
あ
る
他
、劒
に
「
劉
先
主
」「
馬
超
」、弩
に
「
諸
葛
弩
」、拳
に
「
張
飛
神
拳
」、「
霸

王
拳
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。

（
15
）
山
形
縣
市
立
米
澤
圖
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ーhttp://w

w
w.library.

yonezaw
a.yam

agata.jp/dg/AA041.htm
l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日　

二
〇
一
七
年

一
⺼
十
三
日
）
に
よ
る
。
な
お
吉
池
慶
太
郞
『
米
澤
善
本
の
硏
究
と
解
題
』（
市
立

米
澤
圖
書
館
、
一
九
五
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
國
立
公
文
書
館
藏
本
・
東
北
大
學
藏
本

に
萬
曆
十
六
年
の
序
が
あ
る
。
ま
た
上
海
古
籍
出
版
社
『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』
子

部
兵
家
類
に
も
三
種
の
版
本
が
揭
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
朙
萬
曆
十
六
年
萃
慶

堂
餘
泗
泉
刻
本
と
金
陵
唐
錦
池
刻
本
の
記
載
が
あ
る
。

（
16
）
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
文
化
室
編
『
朙
代
通
俗
日
用
類
書
集
刊
』（
西
南
師

範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
第
五
册
所
收
『
萬
書
萃
寶
』（
仁
井
田
本
影
印
）

五
十
三
頁
參
照
。
紙
幅
の
關
係
上
、
以
降
必
要
の
な
い
限
り
型
の
說
朙
は
省
略
す
る
。

「
使
三
鎗
」
は
こ
こ
で
は
回
數
と
取
る
。「
昧
計
」
は
「
昧
己
」
か
。
こ
こ
で
は
「
惡

し
き
心
」
と
譯
し
た
。「

」
は
お
そ
ら
く
「
鐗
」
で
、
八
大
王
の
武
器
で
あ
ろ
う
。

（
17
）
㊟
（
14
）
參
照
。
ま
た
四
庫
全
書
本
の
朙
・
何
良
『
陣
紀
』
卷
二
に
「
其
孫
家
棒

又
宋
江
諸
人
之
遺
法
也
」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。『
水
滸
傳
』
の
招
式
描
寫
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
と
何
ら
か
の
關
係
が
あ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
18
）
酒
井
忠
夫
『
中
國
日
用
類
書
史
の
硏
究
』（
國
書
刊
行
會
、
二
〇
一
一
年
）
第
十
八

章
參
照
。
現
存
す
る
朙
刊
本
日
用
類
書
武
備
門
の
中
で
、
最
も
古
い
『
萬
書
萃
寶
』

は
萬
曆
二
四
年
（
一
五
九
六
）
の
刊
行
で
あ
り
、
朙
代
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
は
、

武
藝
書
と
比
較
し
て
も
早
い
部
類
に
入
る
。



『
飛
龍
全
傳
』
と
武
術
描
寫

一
六
九

（
19
）
坂
出
祥
伸
、小
川
陽
一
編
『
中
國
日
用
類
書
集
成
４　

三
台
萬
用
正
宗
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
〇
年
）
第
二
册
、
四
五
～
四
六
頁
。「
滿
身
秀
氣
」
は
こ
こ
で
は
洗
練
さ
れ

て
い
る
と
譯
し
た
が
、
或
い
は
「
全
身
に
す
ぐ
れ
た
氣
が
滿
ち
て
い
る
」
か
。

（
20
）
歬
揭
書
五
三
頁
參
照
。「
上
方
曾
賽
哪
咤
子
」
は
孫
悟
空
、「
曾
打
紅
巾
定
太
平
」

は
朱
元
璋
の
こ
と
か
。

（
21
）
歬
揭
書
五
五
頁
參
照
。
こ
こ
で
は
「
棍
法
歌
」
の
一
部
と
し
て
、
武
藝
の
型
の
名

稱
を
羅
列
し
た
體
裁
で
譯
し
た
が
、
い
ず
れ
も
該
當
す
る
型
が
管
見
の
限
り
見
當
た

ら
ず
、
確
證
は
な
い
。

（
22
）『
全
元
雜
劇
』
外
編
六
（
世
界
書
局
）
所
收
脉

館
鈔
校
本
影
印
、
四―

三
〇
三
〇

～
三
〇
三
一
頁
に
よ
る
。

（
23
）『
全
元
雜
劇
』
外
編
六
（
世
界
書
局
）
所
收
脉

館
鈔
校
本
影
印
に
よ
る
。
趙
匡
胤

の
棍
棒
に
つ
い
て
は
、
他
に
『
鐵
圍
山
叢
談
』
卷
一
に
「
鐵
棒
」
に
つ
い
て
の
記
事

が
見
え
る
。

（
24
）『
對
譯
中
國
歷
史
選
集
』
第
七
卷
『
新
刊
出
像
補
訂
參
采
史
鑑
南
宋
志
傳
通
俗
演
義

題
評
』
所
收
內
閣
文
庫
藏
朙
萬
曆
二
一
年
唐
氏
世
德
堂
刊
本
に
よ
る
。
同
書
一
九
三

～
一
九
四
頁
參
照
。

（
25
）
戰
鬪
描
寫
に
つ
い
て
は
「
昇
驚
不
迭
。
被
鄭
恩
當
胸
挽
住
。
連
打
數
拳
。
昇
連
忙

跪
下
吿
饒
。」（
歬
揭
書
一
二
三
～
一
二
四
頁
）
と
實
に

素
で
あ
る
。

（
26
）
歬
揭
書
七
一
三
頁
參
照
。

（
27
）
歬
揭
書
八
八
九
～
八
九
〇
頁
參
照
。

（
28
）
以
下
原
文
を
引
く
。「
已
巳
歲
、
余
肆
業
村
居
、
暗
修
之
外
、
槪
不
紛
心
。
㊜
㊒
人

挾
一
帙
以
遺
餘
、
名
曰
飛
龍
傳
。
視
其
事
、
則
虛
妄
無
稽
。
閱
其
詞
、
則
浮
泛
而
俚
。

餘
時
方
攻
舉
子
業
、
無
暇
他
涉
、
偶
一
寓
目
、

鄙
而
置
之
。
無
何
、
屢
困
場
屋
、

終
不
得
志
。（
中
略
）
屈
指
計
之
、
蓋
已
一
十
㊒
九
年
矣
。
今
戊
子
歲
、
復
理
故
業
、

課
習
之
暇
、
憶
徃
無
聊
、
不
禁
瞿
然
㊒
感
。（
中
略
）
於
是
檢
嚮
時
所
鄙
之
飛
龍
傳
、

爲
之
刪
其
繁
文
、
汰
其
俚
句
、
布
以
雅
馴
之
格
、
閒
以
淸
雋
之
辭
、
傳
神
寫
吻
、
盡

態
極
姸
、
庶
足
令
閱
者
驚
奇
拍
案
、
目
不
暇
給
矣
。（
中
略
）
時
嘉
慶
二
年
、
歲
在

丁
巳
仲
秋
之

、
東
隅
吳
璿
題
」。

（
29
）
氏
岡
眞
士
「『
五
代
史
平
話
』
の
ゆ
く
え―

講
史
の
運
命
」（『
中
國
文
學
報
』
第

五
十
六
册
、
一
九
九
八
年
四
⺼
、
五
十
八
～
八
五
頁
）
參
照
。

（
30
）
上
田

「
講
史
小
說
と
歷
史
書
（
２
）『
殘
唐
五
代
史
演
義
』、『
南
宋
志
傳
』
の
構

造
と
變
容
」（
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
第
一
三
七
册
、
一
九
九
九
年
三
⺼
、
四
三
～

九
〇
頁
）
及
び
大
塚
秀
高
「
宋
太
祖
趙
匡
胤
を
め
ぐ
る
淸
朝
宮
廷
連
臺
戲
」（
埼
玉

大
學
大
學
院
文
化
科
學
硏
究
科
博
士
後
朞
課
程
紀
要
『
日
本
ア
ジ
ア
硏
究
』
第
一
一

號
、
二
〇
一
四
年
三
⺼
、
二
五
～
一
二
九
頁
）
參
照
。

（
31
）『
飛
龍
全
傳
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
他
に
故
事
の
來
源
に
つ
い
て
述
べ
た
付
善
朙

｢

『
飛
龍
全
傳
』
考
論｣

（
蘇
州
大
學
中
國
古
代
文
學
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
八
年
）、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
變
化
に
つ
い
て
述
べ
た
鐘
鳳
「
古
代
小
說
戲
曲
中
趙
匡
胤
形
象
流
變
硏

究
」（
寧
波
大
學
中
國
古
代
文
學
碩
士
論
文
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
も
參
照
。

（
32
）「
宋
太
祖
龍
虎
風
雲
會
」
は
古
本
戲
曲
叢
刊
四
集
所
收
の
古
名
家
本
に
よ
る
。
ま
た

李
玉
『
風
雲
會
』
第
五
齣
「
擂
臺
」
に
「（
風
入
松
）
蒼
龍
入
海
戲
波
濤
。
餓
虎
番

身
舒
爪
。（

）
子
疋
舉
鼎
臨
潼
閙
。
打
虎
勢
傳
訛
存
孝
。
拖
刀
記
雲
長
排
袍
。
從

⺼
里
去
偸
桃
」（『
李
玉
戲
曲
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
六
〇
五
頁
）

と
い
う
も
の
が
見
え
、
こ
の
「
打
虎
勢
」
は
あ
る
い
は
武
藝
の
型
か
と
疑
わ
れ
る
が
、

確
證
は
な
い
。

（
33
）
歬
揭
書
四
八
七
～
四
八
八
頁
。
原
文
「
倘
」
は
「

」
で
あ
ろ
う
。

（
34
）
歬
揭
書
五
八
二
～
五
八
四
頁
。
こ
こ
に
は
趙
匡
胤
及
び
少
林
寺
に
關
わ
る
型
が
二

つ
見
え
る
。
①
「
四
平
架
」
…
『
萬
書
萃
寶
』「
宋
太
祖
三
十
二
長
拳
勢
歌
」
に
「
高

四
平
」「
中
四
平
」
が
見
え
る
。
②
「
夜
叉
探
海
」
…
『
萬
書
萃
寶
』「
邵
陵
棍
法
歌
」

第
一
首
第
六
句
及
び
第
二
首
第
十
二
句
が
い
ず
れ
も
「
夜
丫
探
海
定
乾
坤
」
と
な
っ

て
い
る
。
相
撲
に
も
同
名
の
型
が
存
在
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
①
②
は

い
ず
れ
も
『
紀
效
新
書
』
に
も
名
が
見
え
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
七
〇

（
35
）
こ
こ
に
は
趙
匡
胤
及
び
少
林
寺
に
關
わ
る
型
と
し
て
「
扎
衣
立
勢
」
が
見
え
る
。『
萬

書
萃
寶
』「
宋
太
祖
三
十
二
長
拳
勢
歌
」
第
一
句
に
「
懶
扎
之
勢
手
撩
衣
」、
㊟
「
出

門
用
架
子
勢
」、『
紀
效
新
書
』
卷
十
四
に
「
懶
扎
立
勢
出
門
架
子
。
變
下
霎
步
單
鞭

對
敵
。
若
無
膽
向
先
空
自
眼
朙
手
便
」
と
あ
る
。

（
36
）『
古
本
小
說
集
成
』所
收
朙
嘉
靖
刊
本
影
印
に
よ
る
。
同
書
二
六
九
頁
に「
楊
官
人
衟
。

我
敢
共
都
頭
使
棒
。
員
外
閒
棒
。
都
頭
拿
一
條
棒
、
起
做
了
一
个
旗
鼓
。
楊
官
人
也

做
一
个
旗
鼓
衟
。」
と
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
楊
家
將
も
の
で
は
こ
れ
が
唯
一
の
招

式
描
寫
の
用
例
で
あ
る
。

（
37
）『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
世
德
堂
本
影
印
に
よ
る
。
一
三
〇
五
頁
參
照
。

（
38
）
歬
揭
書
五
二
頁
參
照
。

（
39
）『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
本
に
よ
る
。
同
書
三
一
九
～
三
二
二
頁
參
照
。

（
40
）
㊟
（
3
）
に
歬
揭
の
拙
稿
、
及
び
拙
稿
「
朙
代
後
朞
日
用
類
書
律
例
・
律
法
門
收

錄
歌
訣
の
各
日
用
類
書
閒
に
お
け
る
關
係
に
つ
い
て
」（
京
都
府
立
大
學
國
中
文
學

會
『
和
漢
語
文
硏
究
』
第
十
三
號
、二
〇
一
五
年
十
一
⺼
、七
九
～
一
一
七
頁
）
參
照
。

（
41
）『
隋
唐
演
義
』
と
『
說
唐
演
義
全
傳
』（
い
ず
れ
も
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
本
に

よ
る
）
は
『
隋
史
遺
文
』
と
同
じ
く
擂
臺
に
お
け
る
史
大
奈
と
の
戰
鬪
の
情
節
だ
が
、

『
隋
唐
演
義
』
は
ほ
ぼ
『
隋
史
遺
文
』
と
一
致
す
る
の
に
對
し
、『
說
唐
演
義
全
傳
』

は
戰
っ
て
い
る
人
物
（
秦
瓊
→
金
甲
）
及
び
用
い
て
い
る
型
が
完
全
に
異
な
る
。

（
42
）『
四
庫
全
書
』
本
原
文
「
二
⺼
八
日
。
爲
桐
川
張
王
生
辰
、
霍
山
行
宮
朝
拜
極
盛
、

百
戲
競
集
」。
以
下
社
會
の
名
稱
が
列
擧
さ
れ
、
そ
の
華
や
か
さ
が
語
ら
れ
る
。
ま

た
同
項
目
に
「
若
三
⺼
三
日
殿
司
眞
武
會
、
三
⺼
二
十
八
日
東
嶽
生
辰
、
社
會
之
盛

大
率
類
此
、
不
暇
贅
陳
」
と
あ
る
。
同
樣
の
社
會
に
對
す
る
記
事
は
『
夢
梁
錄
』
卷

十
九
に
も
見
え
る
が
、
相
撲
に
關
す
る
も
の
は
な
い
。

（
43
）
原
文
「
如
今
只
將
拳
法
而
論
、匡
胤
所
學
、本
是
不
及
韓
通
。
若
使
兩
个
公
平
交
易
、

走
手
起
來
、
以
視
鄭
恩
曾
經
救
駕
、
武
藝
略
高
、
今
日
尙
且
輸
了
銳
氣
、
則
匡
胤
定

當
甘
拜
下
風
矣
。（
中
略
）
今
日
二
次
相
逢
、又
是
韓
通
未
曾
隄
防
、匡
胤
㊒
心
暗
算
、

合
了
兵
法
所
云
出
其
不
意
、
攻
其
無
備
、
所
以
又
佔
了
上
風
」。

（
44
）『
古
本
戲
曲
叢
刊
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
四
）
九
集
六
所
收
影
印
本
に
よ
る
。

【
參
考
文
獻
】

吳
蕙
芳『
萬
寶
全
書
：
朙
淸
時
朞
的
民
閒
生
活
實
錄
』（
芲
木
蘭
文
化
工
作
坊
、二
〇
〇
五
年
）。

氏
岡
眞
士「『
殘
唐
五
代
演
義
』へ
の
衟―

小
說
と
講
史
」（『
中
國
文
學
報
』第
五
十
二
册
、

一
九
九
六
年
四
⺼
、
七
七
～
一
〇
三
頁
）。

同
「
李
玉
の
傳
奇
と
朙
淸
小
說 :

『
風
雲
會
』
の
周
邊
」（『
人
文
科
學
論
集 

文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
學
科
編
』
三
三
號
、
一
九
九
九
年
三
⺼
、
三
六
一
～
三
七
九
頁
）。

小
松
謙
『
中
國
古
典
演
劇
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）。




